
中野本郷小学校校舎等整備にかかる今後の留意事項

教育委員会等での議論等を踏まえ、基本設計、実施設計を進める上での留意事項を整理する。

（１）配置計画に関して

・ 小学校、地域開放型学校図書館、キッズ・プラザがわかりやすく、近隣建物に配慮した外構

計画とする。

・ 施設の管理運営の仕方を整理し、より良い環境となるよう諸室の配置や駐輪場の設置場所等

を引き続き検討する。

・ 外構計画において、必要となる遊具、植栽等の整理をする。

・ 植栽計画において、児童にとって豊かな生活環境となる樹木・水場の検討を行う。

・ 日影規制、斜線制限を詳細に検討し、近隣にも配慮した上で計画する。

・ 学校周辺の敷地形状など現在の状況を把握し、整備方法を検討する。

（２）平面・断面計画に関して

・ 諸室に必要とされるもの（仕上げ・備品・設備）について学校などにヒアリングを行い整理する。

・ 建築基準法における単体規定（避難経路、階段設置、居室となる教室の整理、防火区画等

の技術的な基準・規定）を整理し、平面に反映させる。

・ 児童にとって豊かな教育環境となるよう、ゆとりの空間や多目的スペースの確保について、引

き続き検討する。

・ 災害時の想定に基づいた避難所機能の整理を行う。

・ 一足制のメリットを活かした施設整備を引き続き検討する。また、校庭・校舎とともに、グリーン

ガーデンも一体的に活用できるような利用方法についても、検討する。

・ 一足制の運用を踏まえ、下足利用に適した床材について引き続き検討していく。

・ 校庭の整備にあたっては、児童の使用実態を踏まえたうえで、メンテナンス方法や維持管理

コストなども考慮のもと、表層部分の材質（人工芝やゴムチップ等）について、検討する。

・ グリーンガーデンの整備においては、特色ある自然教材園として、児童の自然に対する関心

が広がる場となるように検討していく。

・ 屋上プールの整備にあたっては、周囲からの視線対策や直射日光を避けるための工夫を検

討する。

・ 地域開放型学校図書館やキッズ・プラザの運営方法や使い方を整理し、仕様や動線計画、

セキュリティ計画を検討する。

・ 校庭とグリーンガーデンをつなぐエントランスを、広々とした明るい空間となるように、引き続き

検討する。

・ 敷地境界位置と建物位置が近接している箇所において詳細検討を行う。

（３）構造計画に関して

・ 平面、断面形状より柱スパン・構造形式・構造種別の選定を行う。

・ 合理的でバランスの取れた構造計画を検討する。



・ 屋内運動場、プールなどの特殊な用途の構造計画を整理する。

・ 地盤の状況、建物特性を考慮し、基礎形式の選定を行う。

（４）設備計画に関して

・ 諸室の電気設備（照明、放送、電話、受変電、テレビ、情報通信設備、監視カメラ、動力、防

災等）について検討する。

・ 図書室、音楽室等の設置を踏まえた防音対策を検討する。

・ 給排水衛生設備、空調換気設備について検討する。

・ 雨水排水計画について検討する。

・ 設備は、機器更新、メンテナンスを考慮した機器の選定と配置計画を行う。

また、必要なスペース（PS、EPS、機械室、電気室）を検討し、平面に反映させる。

・ 避難所機能を備えるために必要な設備について検討を行う。

・ 屋内運動場、プールの仕様を決定し、設備計画を作成する。

・ 地域開放型学校図書館やキッズ・プラザの管理運営の仕方を詳細に検討し、運営時間の違

い等に配慮した設備計画を作成する。

（５）環境計画に関して

・ 環境負荷低減・省エネルギー化を目指した建物仕様・設備選定を行う。


